
第 1 7 回分子 科学研究所技術研 究会 参加 報告

山本好弘 ( 工 学部 ･

工 学研 究科 技 術部 計測 ･ 情報 シ ス テ ム グ ル ー プ)

平成 1 8 年 3 月 2 日 ､ 3 日 に 開催 さ れ た
､ 第 1 7 回 分子 科学研 究所技術研 究会 に 参加 し ､

ポ ス タ ー

発表及 び意見 交換 ､ 情報収集 等を行 っ た の で ､ こ こ に そ の 概 要 を 報告する ｡

現在 で は ､ 総合技術研 究会 の
一

環 と して 開催 さ れ て い る が ､ 元 来は 分子 研 ､ 高 エ ネ ル ギ

ー

研 ､ プ ラ ズ マ 研 ( 現核 融合研) な ど の 研 究所で 独自 に 開催 さ れ て い た も の が
､ 昭 和 5 7

年 ご ろか ら ､ 上述 の 3 研 究所 に て 持 ち 回 り で 開催 さ れ る よ うに な っ た の が 最初で あ る ｡ そ

の 後 ､ 平成 1 2 年 か ら各大学 も含 め た 開催 - と 広 が り 現在 に 至 っ て い る ｡ な お ､ 今回 の 1 7

回 と い う の は
､ 分子 研 と し て 開催 さ れ た 回 数で ある こ と を付記 して おく ｡

今回 ､ 三 重大学工 学部技術部 か らは ､ 山本み ､ 梅 田 ､ 平 山 ､ 山本好 ､ 新美 ､ 中村勝 ､ 福永 ､

中川 ､ 上 野 ､ 龍 田 の 各 氏 ( 計 1 0 名) が 参加 し
､

4 件 の ポ メ タ
一

発 表 を行 っ た ｡

･ u s B イ ン タ ー フ ェ
ー

ス を用 い た制御 法 に つ い て ( 回 路) ､ 山本 好 ( 図 1 参照)

･ ネ ッ ト ワ ー ク 接続 申請 ･ 照会 シ ス テ ム の 紹介 ( 計算機) ､ 平 山

･ 技術部業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム の 運 用 に つ い て ( 計算機) ､
○ 梅 田 ､ 中村勝 ､ 新美 ､ 平山

･ ヴィ ス コ ス フ ィ ン ガ リ ン グ の 実験 に つ い て ( 装置) ､ 山本み ( 図 2 参照)

また ､ 発 表 ( 口 頭 ､ ポ ス タ ー ) 及 び聴 講 に よる 参加 者 の
一

覧を 表 1 に 示 す｡

こ れ ま で は
､

P C に よ る 計測 ､ 制御 にお い て ､ P C に標 準で 用 意さ れ て い る シ リ ア ル
､

パ

ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ
ー

ス を用 い て い た が
､ 近 年 こ れ ら の イ ン タ ー フ ェ

ー

ス が 無く な り つ つ

ある ｡ 従 っ て P C の 新 た な標 準イ ン タ ー

フ ェ
ー

ス で あ る U S B に よ る計 測 ､ 制御 に つ い て の

可 能性 ( 特 に自作 に よ る 回 路製作) に つ い て 調 査 した 内 容 を ､
｢ U S B イ ン タ ー フ ェ

ー

ス を

用 い た制御 法 に つ い て｣ と して ポ ス タ ー

発 表 を行 っ た ｡

ま た ､ u S B を用 い た制御 に つ い て は他 に も 1 件 の 発 表 ( 口 頭) が あ り ､ そ の 方 を は じめ

と し て 複数 の 方 と ポ ス タ ー 発 表 の 場 で 有益 な意見 交換 ､ 情 報収集 を行う こ と が 出来 た ｡ そ

れ に よ る と ､ 今回 の 事例以 外 に も ､ 計測 シ ス テ ム の 老 朽化 に 伴う新 シ ス テ ム - の 移行 に つ

い て の 様 々 な事例 ( 今回 口 頭発 表 1 件 あり) が あ る こ と が確 認 され た ｡

今後 は , U S B イ ン タ ー フ ェ
ー

ス に よ る計 測 ､ 制御 に つ い て の 様 々 な 事例 の 調 査 ･ 開発 を

行 い
､

あ る程度 の 成果が 得 られ れ ば
､ 引 き続 い て 技術研 究会 で の 発 表 を行う予 定で あ る ｡

表 1 技術研 究会 - の 参加 者

分科会 参加 者 口 頭発 表 ポ ス タ ー 発 表

第
一

( 機械 . ガ ラ ス 工 作 技術) 1 03 1 3 5

第 二 ( 回 路技術) 65 EE 5

第 三 ( 極低 温 技術) 1 8 9 3

第 四 ( 計算機 技術) 95 1 5 EE

第 五 ( 装置技術) 1 3 0 1 3 2 3

合計 4 1 1 人 らl 件 4 7 件
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u s B インタ ー

フェ
ー スを用 い た制御法に つ い て

の 開発の 試み

三重大学 工 学部 山本好 弘
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図 1 ポ ス タ ー 発 表 の 原 稿
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